
上半期 通期 上半期 通期

売上高 1,950 4,470 1,863 4,235
営業利益 ▲5 185 ▲29 120

経常利益 ▲20 155 ▲52 91

当期純利益 ▲30 110 ▲97 16

（単位：億円）
１２年度業績予想 １１年度実績

年 　沖電気の主な標語・年度計画 連結損益 主なできごと （同年中）
「配当継続」が最大の目標 配当３円 配当１８億円のために利益準備金７３億円取り崩す

２００５年 強い商品を持って収益力の回復 日科技連の品質経営度調査順位１７０位に後退（２３９社中）

売上げ拡大が最大課題 112 ＴＩドライバＬＳＩ買収（５０人）
変化の時代 配当３円 ００年からの分散型経営方針で新会社設立２０社超

２００６年 ＮＧＮ事業開発体制つくり 退職金制度変更、八王子Ｕ１棟収束、ＯＴｅＣ解散
中国事業強化 51 沖電気労組が運動理念を変更して労使協調を強める
危機的状況 無配 賃上げ９ヶ月凍結、１７００人の異動と５００人の外部転進

２００７年 V字回復目指す 沖電気労組が運動理念を変更して労使協調を強める

１円に拘るコスト削減 ▲３７８ 沖電気グループの「行動憲章」設定
厳しい経営状態に変わりはない 無配 半導体事業をローム社に売却、通信事業分社化

２００８年 事業の集中と選択 芝浦地区債券化で益６８億円、退職金信託で益３８億円
V字回復の舵取りはできた ▲３ 金融危機ー不況による派遣労働者など非正規社員問題が顕在化

会社存亡の危機 無配 一般従業員の賃金カット５％と一時金４ヶ月から２ヶ月に引下げ
２００９年 創業以来最大級の危機 管理職２８７人の削減（費用４０億円）、取締役年酬１８％減

「緊急対策」の実施 ▲４６２ 構造改革費用１６１億円（リストラ費用）国内子会社５４社
会社再生 無配 退職金制度確定拠出型が中心に変更、千人の人員削減提案

２０１０年 早期復配の実現 分散型経営から統合型へ、国内企業数を１１年３月までに４９社に
売上拡大せず利益を上げる体制 ▲３８ 優先株３００億円発行、資本金の取崩しで配当体制強化、タイ洪水
沖電気創業１３０年 無配 特別退職金など特別損計上、ＡＴＭが国内外で増収、

２０１１年 経営基盤、成長プログラムの実行 復興需要の獲得、プリンタ増産のためタイ工場８００人超の増員

確実に成長する企業への変貌 ▲３１８ 国内子会社４５社、中国子会社の決算期間統一、契約社員倍加し約３０００人に
中期経営計画の中間年度 無配 沖データのスペイン子会社の不正経理事件で損失額（訂正）は３００億円超

２０１２年 ジャンプに向けたステップの年 グローバル市場への展開、「持たない経営」の支援、スマート社会を目指した

成長に向けた積極投資を行う 16 取り組み

２ ０ １ ２ 年 １ １ 月 第 ２ ９ ２ 号

「

う

ち

の

上

司

は

『
生
産
性
、
生
産
性
』

で
部
下
を
厳
し
く
管

理
す
る
が
、
挨
拶
ひ
と
つ
で
き
な

い
か
ら
職
場
の
雰
囲
気
が
悪
く
て
」

あ
る
会
社
の
従
業
員
か
ら
聞
い
た

話
し
だ
。
「
上
司
が
う
る
さ
い
か

ら
や
る
し
か
な
い
」
と
い
う
仕
事

の
や
ら
せ
方
に
疑
問
を
感
じ
、
最

近
読
ん
だ
本
を
思
い
出
し
た

■

本
の
題
名
は
「
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
」
。
筆
者
が

日
本
全
国
を
廻
っ
て
訪
問
調
査
し

た
六
千
社
を
超
え
る
中
か
ら
長
期

に
わ
た
り
好
業
績
を
持
続
し
、
世

の
中
の
た
め
人
の
た
め
に
な
る
経

営
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
価

値
あ
る
企
業
を
紹
介
し
て
い
る

■
会
社
と
し
て
の
最
大
の
使
命
と

責
任
は
「
社
員
と
そ
の
家
族
を
幸

せ
に
す
る
こ
と
」
で
「
お
客
様
が

第
一
」
よ
り
も
大
切
だ
と
言
う
。

つ
ま
り
、
お
客
様
が
満
足
す
る
よ

う
な
商
品
を
創
っ
た
り
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
に
は
、
社
員
が
自

分
の
会
社
に
対
す
る
不
平
や
不
満
・

不
信
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
は
駄

目
だ
と
い
う
訳
だ

■
「
『
業
績
、

業
績
』
と
ば
か
り
言
っ
て
い
る
と

必
ず
誰
か
が
犠
牲
に
な
る
」
「
業

績
を
水
増
し
し
て
『
好
調
』
だ
と

い
う
会
社
の
こ
と
が
話
題
に
な
る

が
、
業
績
で
は
な
く
継
続
重
視
が

大
切
」
「
業
績
が
下
が
っ
た
時
に

社
員
の
首
を
切
る
よ
う
な
こ
と
を

繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
な
会
社
は

長
続
き
し
な
い
も
の
だ
」
と
厳
し

い

■
「
社
員
は
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
欲
し
い
」
と
は
沖
電
気
の

川
崎
社
長
の
弁
。
「
誇
り
が
持
て

る
よ
う
な
明
る
い
職
場
環
境
を
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

2013年生活改善要求アンケート

職場の実態と皆さんの要求をつかん

で、少しでも労働条件の改善に役立

てていきたいと思います。今回もご

協力をよろしくお願いします。

沖電気の職場を明るくする会ホーム

ページからでもできます。花言葉：愛嬌（あいきょう）

寒椿

経営への信頼を回復し、安心できる企業へ

１２年上半期 最終赤字30億円、予想より悪化

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
上
半
期
（
２
０

１
２
年
４
月
〜
９
月
）
の
決

算
は
、
最
終
損
益
が
３
０
億

円
の
赤
字
に
な
る
見
通
し
で

す
。
こ
れ
は
沖
デ
ー
タ
子
会

社
の
不
適
正
な
会
計
問
題
で
、

３
０
８
億
円
の
損
失
（
０
６

年
〜
の
６
年
間
の
累
計
）
を

出
し
た
こ
と
で
、
従
来
予
想

の
２
０
億
円
の
赤
字
か
ら
赤

字
幅
が
拡
大
し
ま
し
た
。
通

期
（
２
０
１
３
年
３
月
期
）

で
は
、
１
１
０
億
円
の
連
結

黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
を
達
成
で
き
れ
ば
、
上

半
期
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
自

己
資
本
率
（
１
８
％
↓
１
０
・

８
％
）
を
積
み
上
げ
ら
れ
る

と
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
無
理
な

お
願
い
は
し
な
い

中
央
労
使
協
議
会
で
も
労

働
組
合
か
ら
は
、
「
１
２
月

の
一
時
金
は
当
初
通
り
支
給

さ
れ
る
の
か
」
「
ま
た
緊
急

対
策
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
心
配
の
声
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
会
社
側

か
ら
は
「
職
場
の
皆
さ
ん
に

対
し
無
理
な
お
願
い
を
す
る

よ
う
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
想

定
し
て
い
な
い
。
安
心
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
回
答

が
さ
れ
ま
し
た
。

問
わ
れ
る
ト
ッ
プ
の

経
営
姿
勢

今
後
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
経
営
を
し
っ
か
り
と
実
施

し
、
市
場
へ
の
信
頼
を
回
復

し
て
経
営
目
標
を
達
成
で
き

る
か
、
経
営
ト
ッ
プ
を
先
頭

と
し
た
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

■ＭＢＷＡは20分と短

縮。数字の詳細画面は

一切なく、従業員へき

ちんと説明して理解を

求める姿勢が欲しい。

■精神論が前

面に出てきて

いる感じ。最

後の締めの「頑

張ろう三唱」に

はびっくりした。

■今、不適切会計問題

に見られるように、求

められているのは経営

陣の姿勢を正すことで

ないの。

■｢言えない、言わない、

聞かない｣社風を変えよ

うをスローガンにして

いるが、篠塚社

長時代の悪しき

体質から脱却で

きず、長期政権

の罪深さを今更

ながら感じる。

■まず、従業員との信

頼関係を取り戻すこと

から始めるべきだ。

◆
事
業
の
選
択
と
集
中
で
人
員
も
ス
リ
ム
化

◆
分
散
型
経
営
か
ら
統
合
へ
試
行
錯
誤

◆
０
７
年
か
ら
６
年
間
無
配
が
続
く

◆
会
社
存
亡
の
危
機
か
ら
再
生
へ
正
念
場

業績予想 （▲はマイナス）

職場の声

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
経
営
の
変
遷
（
２
０
０
５
年
か
ら
）

年
度
３
月
期
（
単
位
億
円
）
▲
は
赤
字

東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

http://oakhp02.chottu.net



1,149 1,544

478

1,077

64

64141

16726

18

２０１１年 ２０１２年

契約・臨時社員の構成

情報通信 プリンタ ＥＭＳ

その他 全社共通

16697 16736

1858 2870

２０１１年 ２０１２年

沖電気の社員構成比

正規 契約・臨時

2.07

1.78

0.89

0.91

1.58

2.1

1.08

2.51

1.15

完全失業者

非正規労働者

正規労働者

民間年収

年収２００万以下

内部留保金

売上高

経常利益

国内総生産

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ２ 年 １ １ 月 第 ２ ９ ２ 号

架
空
請
求
詐
欺
の

メ
ー
ル
が
来
た

【
群
馬
・
高
崎
】

「
弊
社
は
サ
イ
ト
運
営
会
社
よ
り

依
頼
を
受
け
、
料
金
滞
納
者
様
の

調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
・
・
・

こ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
法
的
措

置
を
を
行
う
為
の
身
辺
調
査
に
入

ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
・
・
・
」
と

い
う
メ
ー
ル
が
妻
に
来
ま
し
た
。

連
絡
先
に
電
話
す
る
と
請
求
金

額
が
２
０
万
円
超
だ
と
い
う
。

「
覚
え
は
な
い
の
に
」
と
思
い
な

が
ら
も
、
動
転
し
た
妻
は
振
り
込

み
を
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
弁

護
士
事
務
所
に
出
向
き
相
談
を
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
企
業
の
電
話
番

号
が
、
架
空
請
求
詐
欺
メ
ー
ル
と

同
じ
電
話
番
号
だ
と
判
明
し
て
一

件
落
着
し
ま
し
た
。
す
ん
で
の
と

こ
ろ
で
、
振
り
込
み
か
ら
逃
れ
安

堵
し
ま
し
た
。

今
も
、
メ
ー
ル
で
の
「
利
用
し

た
覚
え
の
な
い
請
求
」
は
年
間
・

約
１
万
件
の
相
談
が
、
全
国
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

み
な
さ
ん
も
、
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

重
点
施
策
は海

外
発
注

【
埼
玉
蕨
・
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
】

沖
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
約
１
３
０

０
人
）
は
重
点
施
策
の
１
番
に
生

産
コ
ス
ト
削
減
を
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
海
外
発
注
量
の

拡
大
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
４

月
〜
９
月
間
で
は
工
数
換
算
で
９

万
時
間
の
計
画
で
、
年
間
で
は
約

２
０
０
人
相
当
の
仕
事
が
海
外
会

社
に
委
託
（
オ
フ
シ
ョ
ア
）
ま
た

は
、
中
国
に
あ
る
子
会
社
・
沖
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｏ

Ｓ
Ｔ
Ｊ

約
２
０
０
人
）
に
発
注

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
部
門
で
も
国
内
従
業
員

を
削
減
し
海
外
移
転
が
押
し
進
め

ら
れ
、
雇
用
不
安
が
拡
が
っ
て
い

ま
す
。

建
物
周
囲
の
照
明
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
へ

【
埼
玉
・
本
庄
】

通
信
シ
ス
テ
ム
工
場
も
あ
る
本

庄
地
区
の
建
物
周
囲
の
照
明
が
省

エ
ネ
の
た
め
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
変
え
ら
れ
ま
し
た
。
雨
の

日
は
水
溜
り
が
出
来
て
、
暗
く
な
っ

た
ら
足
元
不
安
で
歩
き
づ
ら
い
所

も
あ
り
ま
し
た
が
、
照
明
灯
の
数

も
増
え
て
、
改
善
し
ま
し
た
。

工
場
内
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
器
の
生
産
効
率
を
上
げ
る
た
め

に
と
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ペ
ー
ス

が
狭
く
な
っ
た
職
場
で
は
「
図
面

ど
お
り
に
は
行
か
な
い
よ
」
と
か
、

物
を
運
ぶ
人
た
ち
か
ら
は
「
も
う

少
し
通
路
を
広
げ
て
く
れ
た
ら
、

回
り
や
す
く
な
る
の
に
」
な
ど
の

言
葉
も
聞
か
れ
ま
す
。
し
ば
ら
く

調
整
が
続
き
そ
う
で
す
が
、
生
産

効
率
だ
け
で
な
く
、
働
き
や
す
い

職
場
（
労
働
）
環
境
へ
の
気
配
り

も
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

宮
崎
移
管
で
関
係
会
社
が

労
働
条
件
改
悪
の
提
案

【
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

Ｗ
Ｌ-

Ｃ
Ｓ
Ｐ
（
半
導
体
製
品
）

が
八
王
子
か
ら
宮
崎
工
場
に
移
管

し
ま
し
た
。
生
産
を
担
当
し
て
い

た
多
摩
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
旧
・

多
摩
沖
電
気
）
は
正
規
社
員
や
非

正
規
社
員
に
労
働
条
件
改
悪
の
提

案
を
し
て
い
ま
す
。
①
賃
金
カ
ッ

ト
（
幹
部
１
０
〜
１
５
％
・
正
社

員
７
％
・
契
約
社
員
５
％
）
②
１

０
時
休
憩
を
廃
止
し
３
時
休
憩
を

賃
金
カ
ッ
ト
（
０
・
２
５
Ｈ
）
。

理
由
を
、
①
売
上
の
３
０
〜
４
０

％
を
占
め
て
い
た
Ｗ
Ｌ-

Ｃ
Ｓ
Ｐ

が
無
く
な
っ
た
②
全
体
の
仕
事
量

は
増
加
し
て
い
る
が
コ
ス
ト
が
安

い
う
え
設
備
投
資
も
必
要
。
と
し

て
い
ま
す
。
生
活
と
、
雇
用
不
安

に
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
「
６
人
目
」

の
子
供
も
大
活
躍

【
東
京

芝
浦
】

通
信
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
の
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
（
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｎ
ｅ
ｔ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ

Ｂ
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
’

ｓ

Ｌ
ｅ
ａ
ｇ
ｕ
ｅ
）

が
１
０
月

１
３
日
（
土
）
Ｊ
Ｒ
北
与
野
駅
近

く
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
ピ
ッ
チ
は
５
人
で
す
が
、

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
と
し
て
特
別
枠

の
６
人
目
に
女
性
又
は
子
供
を
入

れ
ら
れ
る
の
で
、
家
族
も
含
め
た

交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
１
２

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
優
勝
は
丸
紅

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
で
し
た
。
６
人
目
の
選
手
も
大

活
躍
で
楽
し
い
大
会
で
し
た
。

２８７０

１８５８

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
６
０
回

約
３
千
人
の
契
約
・
臨
時

社
員
と
派
遣
社
員
が
現
場

を
支
え
る

１
年
間
で
臨
時
・
契
約
社
員

（
準
社
員
と
も
呼
ば
れ
労
組
に

入
れ
な
い
有
期
雇
用
）
は
１
千

人
も
増
加
。
労
組
も
認
め
る
製

造
現
場
の
主
力
で
す
が
、
賃
金

な
ど
に
格
差
が
あ
り
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
の
労
組
組
織
率
は
約
４

割
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
派
遣

社
員
数
は
未
発
表
で
す
。

正
規
か
ら
非
正
規
へ
の

置
き
換
え
を
労
組
も
容
認
？

２
０
１
０
年
の
人
員
削
減
後

多
忙
に
な
っ
た
職
場
の
様
子
を

労
組
役
員
は
労
使
協
議
会
で
経

営
陣
に
次
の
よ
う
に
報
告
（
要

旨
）
し
て
い
ま
す
。
《
早
期
退

職
優
遇
に
よ
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
社

員
が
退
職
し
、
一
時
的
に
混
乱

し
た
が
、
派
遣
社
員
の
補
充
や

派
遣
社
員
の
直
接
雇
用
（
契
約

社
員
化
）
に
よ
り
工
数
は
確
保

で
き
て
い
る
。

メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
工
場

（
富
岡
地
区
）
通
信
シ
ス
テ
ム

工
場
（
本
庄
地
区
）
の
う
ち
通

信
で
は
『
現
場
＝
派
遣
社
員
、

管
理
担
当
＝
社
員
』
と
い
う
体

制
と
し
て
、
派
遣
社
員
の
増
減

で
仕
事
の
増
減
を
吸
収
し
て
い

る
》
（
沖
電
気
労
組
新
聞
）
。

同
じ
職
場
で
働
く
労
働
者
を

雇
用
の
調
整
弁
と
み
る
労
組
役

員
の
姿
勢
で
は
、
非
正
規
労
働

者
の
働
く
環
境
は
改
善
し
ま
せ

ん
。
労
使
の
社
会
的
責
任
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

バブル崩壊後の日本 １９９３年と２０１０年較べ

企業は正規従業員を減らし、

非正規労働者に置き換えて人

件費を減らし、年収２００万

円以下の労働者は１．６倍に

なった。海外移転などで得た

利益は還元せず、貯め込んで

いる( 内部留保金）。

いま、電機大企業などが赤字

を口実にして横暴勝手なリス

トラを続けて、企業責任を放

棄している。 ▼下のグラ

フは２０１０年の数値を

１９９３年値で除した数。

１以下は減少を示す。

経常利益２．５倍 完全失業者２．１倍

日
銀
の
当
座
預
金

残
高
が
４
４
兆
円
超

民
間
の
金
融
機
関
が
資

金
決
算
の
た
め
に
日
本
銀
行
に

預
け
て
い
る
お
金
が
、
膨
ら
ん

で
い
る
。
目
的
は
国
内
の
経
済

の
活
性
化
の
た
め
に
残
高
を
増

す
こ
と
で
あ
る
が
、
機
能
せ
ず
、

お
金
が
ジ
ャ
ブ
つ
い
て
い
る
。

一
方
、
家
計
の
困
窮
度
は
増

し
て
い
る
。
生
命
保
険
料
は
節

減
で
ピ
ー
ク
の
９
７
年
の
４
割

減
、
年
・
平
均
４
１
・
８
万
円

に
。
会
社
員
の
小
遣
い
は
ピ
ー

ク
の
９
０
年
か
ら
５
割
減
、
月
・

約
４
万
円
に
。
家
計
に
も
お
金

を
回
し
て
チ
ョ
ウ
ダ
イ
！

話ダイ

１


